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【京都府 久御山町】

議会改革特別委員会　副委員長  小川 榮一 議員

行政視察記「議会改革・活性化の取り組み」

京
都
府
久
御
山
町
は
、
京

都
府
南
部
に
位
置
し
、
宇
治

市
に
隣
接
し
た
、
人
口
１
万

５
千
人
、
面
積
13
．
86
㎢
の

町
で
あ
る
。町
の
産
業
は
、京

都
・
大
阪
間
の
立
地
条
件
を

生
か
し
た
工
業
・
農
業
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産
業
活
動

を
活
発
に
展
開
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
示

し
た
「
第
５
次
総
合
計
画
」

に
お
い
て
『
つ
な
が
る
心　

み
な
ぎ
る
活
力　
京
都
南
に

「
き
ら
め
く
」ま
ち
～
夢
い
っ

ぱ
い　
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン

く
み
や
ま
～
』
を
、
ま
ち
の

将
来
像
と
し
て
掲
げ
、「
人
の

視
点
」、「
環
境
の
視
点
」、「
協

働
の
視
点
」
に
立
っ
た
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

久
御
山
町
議
会
議
員
は
、

神
戸
町
議
会
よ
り
も
４
名
多

い
14
名
で
あ
る
。

久
御
山
町
議
会
は
、
平
成

28
年
に
北
海
道
芽
室
町
議
会

視
察
で
の
研
修
を
受
け
て
、

本
格
的
に
議
会
改
革
に
取
り

組
み
始
め
た
。
令
和
２
年
に

「
通
年
議
会
」実
施
に
向
け
て

の
実
施
要
綱
を
定
め
、
試
行

導
入
の
期
間
を
経
て
、
令
和

３
年
４
月
よ
り
本
格
導
入
し

て
い
る
。

ま
た
、
政
務
活
動
費
の
導

入
、
地
域
懇
談
会
、
議
会
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
、
町
村

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

へ
の
参
加
な
ど
次
々
と
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
回
の
視
察
研
修
で
は
、

久
御
山
町
議
会
の
「
通
年
議

会
」、「
地
域
懇
談
会
」、「
政

務
活
動
費
」
を
導
入
し
て
の

成
果
と
課
題
点
、
主
権
者
教

育
、
災
害
時
で
の
議
員
の
役

割
な
ど
の
取
り
組
み
の
説
明

を
聞
い
た
後
、
質
問
・
意
見

を
交
換
し
な
が
ら
議
論
を
深

め
た
。

と
り
わ
け
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、「
通
年
議
会
」
の
導
入

で
、「
全
議
員
の
納
得
を
大
切

に
す
る
観
点
か
ら
、
と
こ
と

ん
話
し
合
い
を
進
め
、
全
員

の
議
員
が
納
得
す
る
ま
で
約

１
０
０
時
間
を
か
け
た
。」と

い
う
説
明
で
あ
っ
た
。

私
は
、こ
の
説
明
か
ら「
議

会
改
革
」
は
、
粘
り
強
く
議

論
を
進
め
て
い
く
中
で
、
議

員
一
人
一
人
が
納
得
す
る
こ

と
だ
と
実
感
し
た
。

ま
た
、
意
見
交
換
の
中
で

久
御
山
町
の
議
員
は
、
議
会

改
革
の
取
り
組
み
の
問
題
点

に
つ
い
て
も
包
み
隠
さ
ず
話

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
真
摯

な
態
度
か
ら
本
気
で
議
会
を

向
上
さ
せ
た
い
と
い
う
意
欲

が
感
じ
ら
れ
た
。

私
た
ち
は
、
久
御
山
町
議

会
か
ら
、
多
く
の
学
び
と
気

づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
、
私
た
ち
の
議
会
改
革

も
粘
り
強
く
一
歩
一
歩
議
論

を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
。

'24.11.01 10



行政視察レポート

徳　島　県

上勝町

高知県

愛媛県

香川県

【徳島県 上勝町】

総務建設常任委員会　副委員長  林　利雄 議員

葉っぱビジネス彩事業、ゼロ・ウェイスト取組事業について

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
彩
事

業
」
と
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
取
組
事
業
」
に
つ
い
て
、

徳
島
県
勝
浦
郡
上
勝
町
を
視

察
し
た
。

上
勝
町
の
人
口
は
神
戸
町

の
14
分
の
１
の
１
３
６
５
人

で
、
面
積
は
５
．
８
倍
の
１

０
９
．
６
３
㎢
で
あ
る
。
勝

浦
川
の
上
流
に
位
置
し
、
雲

早
山
を
町
内
最
高
峰
と
し
て
、

全
体
と
し
て
山
岳
地
帯
の
町

で
あ
る
。

①
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
彩
事
業

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、

「
つ
ま
も
の
」つ
ま
り
日
本
料

理
を
美
し
く
彩
る
季
節
の
葉

や
花
、
山
菜
な
ど
を
、
栽
培
・

出
荷
・
販
売
す
る
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。

１
９
８
１
年
に
局
地
的
な

異
常
寒
波
が
上
勝
町
を
襲
い
、

主
要
農
産
物
だ
っ
た
み
か
ん

が
枯
死
し
、
大
打
撃
を
受
け

た
。町

の
半
数
を
占
め
る
高
齢

者
や
女
性
が
活
躍
で
き
る
仕

事
は
な
い
か
と
模
索
し
、
彩

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

彩
事
業
の
特
徴
は
、
商
品

が
軽
量
で
綺
麗
で
あ
り
、
女

性
や
高
齢
者
が
取
り
組
み
や

す
い
こ
と
で
あ
る
。

商
品
の
受
発
注
等
は
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ

て
行
い
、
今
で
は
３
２
０
種

類
の
葉
を
販
売
し
て
、
年
商

２
億
４
０
０
０
万
円
を
誇
る
。

地
域
の
資
源
、
地
元
の
高

齢
者
の
知
恵
と
ス
キ
ル
を
活

か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
っ
た
。

②
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
取
組

事
業

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
と
は
、

無
駄
・
浪
費
・
ご
み
を
無
く

す
と
い
う
意
味
で
、
出
て
き

た
廃
棄
物
を
ど
う
処
理
す
る

か
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
ご

み
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
に

し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。上

勝
町
は
２
０
０
３
年
に

町
内
か
ら
出
る
焼
却
・
埋
め

立
て
ご
み
を
ゼ
ロ
に
す
る
と

い
う
目
標
を
掲
げ
、
全
国
で

初
め
て
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

宣
言
を
行
っ
た
。
町
民
一
人

一
人
が
ご
み
の
削
減
に
努
め
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
80
％
以
上
を

達
成
し
た
。

町
内
で
は
ご
み
の
回
収
は

行
っ
て
お
ら
ず
、
町
民
自
ら

が
処
分
場
へ
ご
み
を
持
ち
込

む
。２

０
２
０
年
４
月
に
は
、

町
民
が
自
ら
ご
み
を
持
ち
込

み
分
別
す
る
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
の
拠
点
、ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
た
。

13
種
43
分
別
を
す
る
こ
と

で
焼
却
・
埋
め
立
て
ご
み
か

ら
資
源
を
救
い
、
処
理
費
用

も
大
幅
に
抑
え
て
い
る
。

神
戸
町
に
お
い
て
も
、
エ

コ
プ
ラ
ザ
ご
う
ど
建
設
・
移

転
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、

参
考
に
す
る
べ
き
と
こ
ろ
が

多
数
あ
る
と
感
じ
た
。

上勝町ゼロ・ウェイストセンター
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徳　島　県

神山町

高知県

愛媛県

香川県

【徳島県 神山町】

民生文教常任委員会 副委員長 宮嶋 健太郎 議員

神山町創生戦略「まちを将来世代につなぐプロジェクト」について

神
山
町
は
徳
島
県
東
部
の

名
西
郡
に
属
し
、
面
積
は
１

７
３
．
３
㎢
で
神
戸
町
の
９
．

２
倍
程
、
人
口
は
約
５
千
人

で
高
齢
化
率
は
約
50
％
、
町

域
の
約
86
％
以
上
を
森
林
が

占
め
る
自
然
豊
か
な
町
で
あ

る
。Ｉ

Ｔ
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
に
成
功
し

て
い
る
事
例
と
し
て
全
国
的

に
有
名
で
、
地
方
再
生
の
最

前
線
と
し
て
、
神
山
進
化
論

と
い
う
書
籍
も
出
版
さ
れ
て

い
る
。

神
山
町
は
１
９
５
５
年
に

５
村
合
併
し
、
当
時
の
人
口

は
約
２
万
１
千
人
だ
っ
た
の

が
現
在
約
５
千
人
と
急
減
し

て
お
り
、
消
滅
可
能
性
都
市

の
上
位
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
た
。

人
口
減
少
対
策
が
大
き
な

課
題
の
中
で
、
神
山
町
創
生

戦
略
「
ま
ち
を
将
来
世
代
に

つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

次
の
よ
う
な
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
検
討
さ
れ
た
。

様
々
な
立
場
や
年
齢
の
人
、

と
り
わ
け
40
代
以
下
の
若
い

世
代
の
人
で
構
成
さ
れ
、
性

別
、
役
場
職
員
と
住
民
、
地

元
出
身
者
と
移
住
者
の
割
合

は
そ
れ
ぞ
れ
半
々
で
あ
っ
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

共
有
さ
れ
た
「
可
能
性
が
感

じ
ら
れ
る
ま
ち
」
の
構
成
要

素
と
し
て
、

①
人
が
い
る

②
い
い
住
居
が
あ
る

③
よ
い
学
校
と
教
育
が
あ
る

④
い
き
い
き
と
働
け
る

⑤
富
や
資
源
が
流
出
し
て
い

な
い

⑥
安
全
性
が
あ
る

⑦
関
係
が
豊
か
で
開
か
れ
て

い
る

が
挙
げ
ら
れ
た
。

そ
こ
か
ら
次
の
施
策
、

①
す
ま
い
づ
く
り

②
ひ
と
づ
く
り

③
し
ご
と
づ
く
り

④
循
環
の
仕
組
み
づ
く
り

⑤
安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り

⑥
関
係
づ
く
り

⑦
見
え
る
化

が
設
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
実
施
体
制

は
行
政
だ
け
で
も
民
間
だ
け

で
も
欠
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

課
長
級
の
戦
略
会
議
「
神
山

町
つ
な
ぐ
会
議
」
と
、
一
般

社
団
法
人
「
神
山
つ
な
ぐ
公

社
」
が
両
輪
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
で
、
横
断
性
、
開

発
性
、
橋
渡
し
性
を
可
能
に

し
た
。

集
合
住
宅
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
子
育
て
世
代
を
軸
に

し
、神
山
の
資
源
を
使
い
、ま

ち
の
人
が
つ
く
る
コ
ン
セ
プ

ト
や
全
体
の
景
観
形
成
の
方

針
等
が
認
め
ら
れ
、
様
々
な

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

神
山
町
地
方
創
生
戦
略
に

は
、
地
域
に
と
っ
て
最
も
重

要
な
資
源
は
「
人
」
で
あ
る

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

神
戸
町
に
お
い
て
も
、
行

政
と
民
間
が
一
つ
に
な
り
、

様
々
な
立
場
や
年
齢
の「
人
」

が
協
力
し
て
人
口
減
少
を
乗

り
切
り
、
ま
ち
の
活
性
化
を

推
進
し
た
い
。

行政視察レポート
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